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３
つ
の
基
礎
年
金
が

あ
な
た
の
一
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　  

老
後
に
備
え
ま
す

　

65
歳
か
ら
一
生
涯
、
老
齢
基
礎
年
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。（
終
身
保
障
）

老
齢
基
礎
年
金

　

平
成
24
年
度
年
金
額

　
７
８
万
６
５
０
０
円
（
満
額
）

○
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
（
４
８
０
月
）
の
全
期
間
保
険
料

を
納
め
た
人
は
、
65
歳
か
ら
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
を
全
額
免
除
さ
れ
た
期
間
の

年
金
額
は
3
分
の
１
と
な
り
ま
す
が
、

保
険
料
の
未
納
期
間
は
年
金
の
対
象

期
間
に
な
り
ま
せ
ん
。

○
会
社
員
や
公
務
員
（
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
）
だ
っ
た
人
に
は
、

老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
が

上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に

は
保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
保
険
料

を
免
除
さ
れ
た
期
間
が
最
低
25
年
間

（
３
０
０
月
）
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納

付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
と
併
せ

て
付
加
年
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
（
付

加
年
金
の
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
納

付
月
数
）
も
あ
り
ま
す
。

　  

不
足
の
事
態
に
備
え
ま
す

　

病
気
や
け
が
で
障
が
い
を
負
っ
て
働
け

な
く
な
っ
た
と
き
に
は
障
害
基
礎
年
金
が
、

ま
た
、
万
一
本
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
は

残
さ
れ
た
妻
や
子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
会
社
員
や
公
務
員

で
あ
る
と
き
の
障
が
い
や
死
亡
の
場
合
に

は
、
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
か
ら
も
基
礎

年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
て
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　

平
成
24
年
度
年
金
額
（
定
額
）　　
　

　

９
８
万
３
１
０
０
円
（
１
級
）

　
７
８
万
６
５
０
０
円
（
２
級
）

○
国
民
年
金
加
入
中
の
病
気
や
け
が
で

障
害
等
級
表
（
１
級
･
２
級
）
に
よ

る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
間
は
障
害

基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算
（
１
人
に

つ
き
２
２
万
６
３
０
０
円　

３
人
目

　国民年金に任意加入していなかったことにより障害基礎年金などを
受給できない障がい者に対して、国民年金制度の発展過程において生
じた特別な事情を考慮して、平成 17年４月から福祉的措置として「特
別障害給付金」を支給する制度が創設されました。

支給対象者
①平成３年３月以前に国民年金の任意加入対象者であった学生
②昭和 61年３月以前に国民年金の任意加入の対象となっていた被用
者などの配偶者であって、任意加入していなかった期間内に初診日
（障がいの原因となる傷病について初めて医師または歯科医師の診
療を受けた日）があり、現在、障害基礎年金の１級または２級に該
当する障がいの状態にある人が支給対象者となります。　ただし、
65歳に到達する日の前日までにその障がいの状態に該当する人に
限られます。

支給額
①１級の障害基礎年金の障がいの程度に該当する人　月額 49,500 円
②２級の障害基礎年金の障がいの程度に該当する人　月額 39,600 円
※これらの支給額は平成 16年の物価指数を基準にして毎年度物価の
変動に応じて改定されます。

以
降
７
万
５
４
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

　

平
成
24
年
度
年
金
額

　

１
０
１
万
２
８
０
０
円
（
妻
）

　

基
本
額
（
定
額
）

　

 

７
８
万
６
５
０
０
円
＋
子
１
人
の
加
算　

額　

２
２
万
６
３
０
０
円

○
国
民
年
金
の
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
と

き
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
「
子
の
あ
る
妻
」ま
た
は
「
子
」

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
は
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
、
ま
た

は
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

※
妻
に
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
子
の
人
数
に

よ
っ
て
加
算
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
、
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た

事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の
公
的
年
金
の
加

入
期
間
の
３
分
の
２
以
上
の
期
間
に
つ
い

て
、
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
も
し
く
は
初
診
日
ま
た
は
死

亡
し
た
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の

１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が

必
要
で
す
。

別障害給付金制度を
ご存知ですか？
特

!

!

応
募
要
項

公
募
期
間

　

６
月
１
日
㈮
〜
７
月
31
日
㈫
（
必
着
）

公
募
内
容　

菊
池
市
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に

関
す
る
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、

次
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
こ

と
。

・
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト

　

「
食
と
水
を
中
心
と
し
た
ト
ー
タ
ル
体

験
ブ
ラ
ン
ド
」

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

　

「
愛
す
る
菊
池
を
愛
さ
れ
る
菊
池
へ
」

　

「
菊
池
渓
谷
な
ど
豊
か
な
水
資
源
の
イ

メ
ー
ジ
」

　

「
美
味
し
い
農
林
畜
産
物
が
豊
富
な
イ

メ
ー
ジ
」

◇
デ
ザ
イ
ン
は
、
縦
15
ｃ
ｍ
×
横
15
ｃ
ｍ

の
枠
内
に
収
め
る
こ
と
。

◇
他
の
商
標
な
ど
と
類
似
し
な
い
こ
と
。

◇
自
作
の
未
発
表
作
品
で
あ
る
こ
と
。

◇
作
品
は
、
手
書
き
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
た
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

応
募
資
格　
国
内
に
住
ん
で
い
る
人

応
募
方
法

◇
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
縦
15
㌢
横
15

㌢
の
枠
を
書
い
た
Ａ
４
白
色
用
紙
を
使

用
（
上
下
を
明
示
す
る
）
し
ま
す
。

◇
応
募
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

菊
池
市
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事

務
局
（
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
内
）
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

◇
応
募
の
際
は
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
デ

ザ
イ
ン
の
趣
旨
（
１
５
０
字
程
度
）
を

記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
菊
池
市
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
事

務
局
（
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
内
）
（
〒

８
６
１

－

１
３
９
２　

菊
池
市
隈
府

８
８
８
）
へ
お
持
ち
い
た
だ
く
か
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
結
果
の
発
表　
「
広
報
き
く
ち
10
月

号
」
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
し
、

本
人
に
通
知
し
ま
す
。

そ
の
他

◇
最
優
秀
作
品
１
点
に
は
賞
金
３
万
円
と

２
万
円
相
当
の
菊
池
市
特
産
品
を
贈
呈

し
、
優
秀
作
品
２
点
に
は
賞
金
１
万
円

と
１
万
円
相
当
の
菊
池
市
特
産
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

◇
該
当
作
品
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
限
は
菊

池
市
地
域
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
に
帰

属
し
ま
す
。

◇
採
用
作
品
は
一
部
変
更
ま
た
は
修
正
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

菊池ブランドイメージロゴマークを菊池ブランドイメージロゴマークを菊池ブランドイメージロゴマークを菊池ブランドイメージロゴマークを菊池ブランドイメージロゴマークを菊池ブランドイメージロゴマークを菊池ブランドイメージロゴマークを菊池ブランドイメージロゴマークを菊池ブランドイメージロゴマークを
　公募します！！　公募します！！　公募します！！　公募します！！　公募します！！　公募します！！

問い合わせ先　菊池市地域ブランド推進協議会事務局（ブランド推進課内）
　　　　　　　☎ 0968（25）7266

菊池市地域ブランド推進協議会では、農林畜産物
販路拡大と知名度アップ、そして市外農産物との
差別化を図るため、「菊池ブランドイメージロゴ
マーク」を公募します。

菊池ブランドイメージロゴマーク
参考例

農産物の宝庫「熊本県菊池市」
　菊池市のきれいな水を水色で表現し、
豊富な農産物を緑色で表現し、太陽（光）
をオレンジ色で表現している。
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